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鶴岡市消防団藤島方面隊広報誌

◀長沼宮東班
4-2-3

3-2-2
東堀越班 ▶

　
藤
島
地
域
の
皆
様
に
は
、
消

防
団
活
動
へ
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鶴
岡
市
消

防
団
藤
島
方
面
隊
は
総
団
員
数

４
２
５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
５
類
移
行
に
伴
い
、
消

防
事
業
も
様
々
な
行
事
が
再
開

さ
れ
、
か
つ
て
の
消
防
団
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
我
々
藤
島
方
面
隊
は
、い
つ
、

ど
こ
で
起
こ
る
か
判
ら
な
い
災

害
に
対
し「
自
分
達
の
地
域
は
、

自
分
達
で
守
る
」
の
精
神
で
団

員
一
丸
と
な
っ
て
訓
練
に
精
進

し
て
行
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 藤島方面隊長

小野寺　寛

方
面
隊
長

　
　
　
あ
い
さ
つ

新型小型ポンプ・軽積載車配備 !
12月9日㈯、１月21日㈰　消防本部にて両班に新しいポンプ、軽積載車が配備されました。

４
月
９
日　
鶴
岡
市
消
防
団
入
団
式

　
　
　
　
　
新
入
団
員
研
修
会

４
月
23
日　
鶴
岡
市
春
季
消
防
演
習

５
月
28
日　
技
能
講
習
会
第
１
回

６
月
11
日　
ポ
ン
プ
性
能
検
査

７
月
２
日　
技
能
講
習
会
第
２
回

10
月
22
日　
技
能
講
習
会
第
３
回

11
月　
　
　
備
品
員
数
調
査

12
月
２
日　
部
長
以
上
研
修
会

12
月
９
日　
ポ
ン
プ
引
き
渡
し
式

１
月
６
日　
鶴
岡
市
消
防
出
初
式

１
月
21
日　
軽
積
載
車
引
き
渡
し
式

　
令
和
５
年
度

　
　
　
藤
島
方
面
隊
の
動
き
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春
季
消
防
演
習

　
４
月
23
日
㈰
に
、
鶴
岡
市
春

季
消
防
演
習
が
小
真
木
原
陸
上

競
技
場
を
会
場
に
多
く
の
市
民

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
指
揮
者
の
号
令
で
方

面
隊
ご
と
に
基
礎
動
作
訓
練
、

小
隊
訓
練
、
中
隊
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
島
方
面
隊

は
梯
子
乗
り
纏
振
り
隊
に
よ
る

演
技
を
披
露
。
強
風
が
吹
く
中

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

問
題
な
く
演
技
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
演
習
で
、
火
災
現
場

で
も
迅
速
に
行
動
で
き
る
様
、

日
頃
か
ら
の
心
掛
け
が
大
切
だ

と
認
識
し
ま
し
た
。

方
面
隊

     

技
能
講
習
会
　

　
５
月
28
日
㈰
に
、
第
１
回
技

能
講
習
会
を
兼
ね
た
藤
島
方
面

隊
春
季
訓
練
を
藤
島
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
生
憎
の
雨
と
な
っ
た

た
め
、
会
場
を
体
育
館
の
ア

リ
ー
ナ
へ
変
更
し
、
各
大
隊
長

の
指
揮
の
も
と
、
通
常
訓
練
、

各
個
訓
練
、
小
隊
訓
練
（
停
止

間
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
火
災
や
災
害
時
に
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、
厳

正
な
規
律
の
保
持
と
迅
速
で
的

確
な
秩
序
あ
る
行
動
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
部
長
以
上
幹
部
の

指
導
に
よ
り
、
方
面
隊
全
体
で

基
本
的
な
動
作
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

部
長
以
上
研
修
会

救
命
講
習

12
月
２
日
㈯
に
、
藤
島
地
区

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

部
長
以
上
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
分
署
指
導
員
を
講
師

に
迎
え
、
救
命
講
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
人
形
を
使
用
し
た
人

口
呼
吸
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

ケ
ガ
等
の
応
急
処
置
の
技
法
を

実
施
し
、
い
ざ
と
い
う
時
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
幹
部
一
同

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
急

病
人
や
事
故
、
自
然
災
害
な
ど

い
つ
人
命
救
助
に
関
わ
る
場
面

に
遭
遇
す
る
か
わ
か
ら
な
い
昨

今
、
率
先
し
て
救
助
に
あ
た
れ

る
よ
う
今
回
の
講
習
は
大
変
有

意
義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

鶴
岡
市

  

消
防
出
初
式

　
１
月
６
日
㈯
に
、
鶴
岡
市
消

防
出
初
式
が
市
役
所
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
消
防
団
員

２
１
１
名
と
市
消
防
本
部
署
員

82
名
の
計
２
９
３
名
と
消
防
車

両
と
救
急
車
計
６
台
が
参
列
し

ま
し
た
。

　
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
の
被
災
者
に
黙
祷
を
捧

げ
、
皆
川
市
長
、
照
井
和
市
消

防
団
長
、
加
藤
鮎
子
衆
議
院
議

員
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
藤
島
方
面
隊
の
梯
子
乗
り

纏
振
り
隊
の
演
技
を
参
列
者
に

披
露
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
最
後
に
分
列
行
進
を
行
い

式
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
新
年
早
々
か
ら
の
災
害
、
事

故
等
が
起
き
た
令
和
６
年
。
こ

の
出
初
式
で
ま
た
消
防
団
と
し

て
意
識
が
高
ま
っ
た
出
初
式
に

な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
５
類
移
行
に
伴
っ
て
消
防

事
業
が
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
き

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　
日
頃
よ
り
市
民
の
皆
様
に
は

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

来
年
度
も
地
域
防
災
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
、
団
員
一
丸
と

な
っ
て
消
防
活
動
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

編
集
委
員

■
広
報
委
員
長

　
日
向　
信
宏

■
広
報
委
員

　
高
橋　
　
剛　
齋
藤　
耕
平

　
池
田　
正
人　
須
貝　
高
貴

　
山
口　
誠
志　
本
間　
寿
彦

　
我
孫
子　
純　
高
橋　
広
剛

　
原
田　
孝
昭　
沓
澤　
武
吉

　
板
垣　
　
洸　
富
樫　
洋
介

　
押
井　
拓
也　
蛸
井　
　
透
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